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運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
に
対
し
て
、
町
内
で
の
移
動

支
援
を
目
的
に
町
営
バ
ス
等
の
乗
車
回
数
券
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

●「
自
主
返
納
」と
は
、
有
効
期
限
内
に
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
こ
と
で
あ
り
、
既
に
失

効
し
た
運
転
免
許
証
は
自
主
返
納
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
警
察
署
で
の
免
許
の
返
納
手
続
を
さ
れ
ま
す
と
、そ
の
時
点
か
ら
車
の
運
転
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
、以
下
の
条
件
を
満
た
し
た
方
が

対
象
で
す
。　
※
川
根
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

【
支
援
内
容
】町
営
バ
ス
回
数
券
の
交
付（
１
万
１
千
円
分
）

　
※
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
の
ご
利
用
も
で
き
ま
す
。
回
数
券
の
交
付
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

【
申
請
方
法
】
①
島
田
警
察
署
で
運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
を
し
ま
す
。　
②
島
田
警

察
署
で
返
納
の
手
続
き
後
、「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
を
受
け
取
り

ま
す
。　
③「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
」
か「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
お
持
ち
に
な
り
、
役
場
く
ら
し
環
境
課
又
は
総
合
支
所
の
支
所
管
理
室
で
申
請
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●「
運
転
経
歴
証
明
書
」と
は
、警
察
署
で
発
行
さ
れ
る
過
去
の
運
転
経
歴
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。
運
転
免
許
証
の
取
り
消
し
を
申
請
し
、
免
許
証
の
返
納
を
し
た
方
が
有
料
で

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【「
町
営
バ
ス
回
数
券
」
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
】「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消

通
知
書
」か「
運
転
経
歴
証
明
書
」の
写
し

【
注
意
事
項
】運
転
免
許
証
の
期
限
切
れ
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】す
で
に
自
主
返
納
さ
れ
た
方
も「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」又
は

「
運
転
経
歴
証
明
書
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

★
運
転
免
許
証
の
返
納
や「
運
転
経
歴
証
明
書
」等
の
交
付
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
駐
在
所
又
は
島
田
警
察
署
☎(

37)

０
１
１
０
（
代
表
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★「
町
営
バ
ス
」、「
町
営
バ
ス
回
数
券
」
の
交
付
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
く
ら
し
環
境
課　

環
境
政
策
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
方
に

町
営
バ
ス
の
乗
車
回
数
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
方
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

役場の窓辺から yakuba no madobe kara
エコティかわね 事務局長

神東美希
の

◆川根のみきてぃとまるちゃんが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

「インバウンド」という言葉をご
存知ですか？　外国人が訪れて

くる旅行のことです。日本へのイ
ンバウンドを訪日外国人旅行と言
います。

国内全体で見ると、訪日外国人
は2016年に初めて2000万

人を突破、2018年には3000万人
を突破しました。来年は東京オリ
ンピック・パラリンピックもある
ので、もっと増えることが予想さ
れます。

川根本町にも少しずつですが
インバウンドの波が来てい

ます。NPO 法人かわね来風が推進
する「かわねグリーンツーリズム」
では、外国語の HP やパンフレッ

トを制作して PR。中国や台湾など
の修学旅行生の誘致にも積極的で
す。これは農家民宿やゲストハウ
スが増えたことによる成果でもあ
ります。立ち上げ当初は３軒でし
たが、今や11軒になりました。

東京や京都、北海道など日本の
有名な都市を旅した外国人

が次に求めるのは「日本の田舎の
原風景」だそうです。だからこそ田
舎ならではの体験や交流ができる
スタイルの宿が好まれるのではな
いでしょうか？

さてエコティかわねはいうと
…完全にインバウンドの波

に乗り遅れています。10月からよ
うやくキャッシュレス決済を取り
入れました。現金がなくてもスマ
ホで支払いができるのです。千頭
周辺や寸又峡のお店や施設でも最
近、キャッシュレス決済できる所
が増えました。

なんと、都会の若者はカバンも
財布も持たず、スマホだけ持

ち歩いているそうです。スマホさ
えあれば電車やバスにも乗れるし
買い物もできるんだとか。

田舎に住んでいるとそういう
時代の流れに鈍感になりが

ちですが、「観光地・川根本町」であ
り続けるには、お客様のニーズに
しっかり応えていかないといけま
せん。とはいえ、便利ばかりを追求
してしまうと「田舎らしさ」を失っ
てしまわないかという一抹の不安
があるのも確かです。

神東美希（かんとう みき）
平成24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。平成28年４月から一般
社団法人エコティかわねの事務局長としてエコ
ツーリズムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

スマホに QR コードを読み込むだ
けで支払いが完了するキャッシュ
レス決済を導入しました。
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川
根
本
町
で
は
、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」「
太

陽
熱
温
水
器
」「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
型
給
湯
器
」「
潜

熱
回
収
型
給
湯
器
」「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
給
湯
器
」
を

設
置
す
る
方
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
設
置
工
事
を

開
始
す
る
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
次
の
対

象
機
器
の
補
助
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

【
対
象
機
器
】

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
：
１
kw
あ
た
り
5
万
円　

限
度
額
20
万
円（
要
件
あ
り
）

太
陽
熱
温
水
器
：
設
置
費
用
の
１
／
２
以
内　
限

度
額
5
万
円（
要
件
あ
り
）

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
型
給
湯
器
：
設
置
費
用
の
１
／
２

以
内　
限
度
額
5
万
円（
要
件
あ
り
）

潜
熱
回
収
型
給
湯
器（
ガ
ス
・
石
油
と
も
）：
設
置

費
用
の
１
／
２
以
内　
限
度
額
3
万
円（
要
件
あ
り
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
給
湯
器
：
設
置
費
用
の
１
／
２
以

内　
限
度
額
10
万
円（
要
件
あ
り
）

【
補
助
の
対
象
】

①
自
ら
居
住
す
る
町
内
の
住
宅
に
対
象
機
器
を
設

置
す
る
方 

②
実
績
報
告
書
を
提
出
時
ま
で
に
川
根

本
町
に
住
民
登
録
を
す
る
方 

③
未
使
用
品
で
あ
る

こ
と 
④
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
機
器
ご
と
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
く
ら
し
環
境

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
根
本
町
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課　
地
域
福
祉
室　
☎（
56
）２
２
2
４

民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

定
例
会　
９
月
10
日（
火
）

　
川
根
本
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
総

務
課
自
治
防
災
室
職
員
を
講
師
に「
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
）」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
区
長
・
防
災
委
員
等
、

日
頃
地
域
活
動
を
担
って
い
る
方
な
ど
、
約
70
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
災
害
が
発
生
し
た
時
、ど
の
よ
う
に
避
難
所
を
開
設
し

運
営
し
て
い
く
か
、
ま
た
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
的

に
活
用
で
き
る
か
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2021


